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研究成果の概要（和文）：本研究では，大人数の地域在住高齢者を対象に，調査から得られた最大12年の縦断的
データを用いて，口腔機能維持による健康寿命延伸との関連について検討することを目的とした．
マルチレベル分析を用いた検討の結果，①ベースライン時の臼歯部咬合支持状態ならびにその減少は，6年後の
咀嚼能率の悪化に影響すること，②高い咀嚼能率は，背景因子を調整したうえでも，心理的フレイルの発症を抑
制すること，③歯数は肉類ならびに緑黄色野菜の摂取量に有意に影響し，それらと認知機能との間に縦断的な関
連があることが示された．

研究成果の概要（英文）：This study aimed to investigate the association between oral function and 
the extension of healthy life expectancy using up to 12 years of longitudinal data obtained from a 
large cohort of community-dwelling older adults. The multilevel analysis revealed the following 
findings: (1) The baseline state of posterior occlusal support and its decline influenced the 
deterioration of masticatory performance six years later, (2) High masticatory performance 
suppressed the onset of psychological frailty even after adjusting for background factors, and (3) 
The number of teeth was significantly associated with the intake of meat and green and yellow 
vegetables, and there was a longitudinal association between these factors and cognitive function.

研究分野： 歯学

キーワード： 口腔機能　高齢者　大規模コホート
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究結果より，歯数や咀嚼能率といった口腔機能の維持は，高齢者の健康寿命の延伸に寄与することが示唆さ
れた．信頼性の高い客観的な機能検査に基づく大規模な長期コホート研究から得られたこれらの知見は，口腔機
能が心身の健康に及ぼす影響について，質の高いエビデンスを提供するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
日本は世界最長寿国の一つであるが，平均寿命と健康寿命との差，すなわち要介護期間は，男

性約 9 年歳，女性約 12 歳年（平成 28 年厚生労働省）と，依然として大きい．要介護の原因は認
知症，脳血管疾患，高齢による衰弱（フレイル）が主なものである．歯や口腔機能と，これらの
要介護の原因疾患との関連についての報告は，近年急増している．しかし，これまでの大規模調
査は，主に対象者の自己申告に依存しておりよるものも多く，データの信頼性が低い．また，口
腔機能や全身疾患や心身機能について，客観的な検査に基づいた研究は極めて少ないうえに，そ
の対象者が少なく，観察期間も短い．口腔機能が高齢者の健康寿命延伸に及ぼす影響について，
よりレベルの高いエビデンスを得るためには，この様な問題点を解決した長期縦断研究が必要
である． 

 
 

２．研究の目的 
 
本研究は，歯の状態，口腔機能，歯科補綴治療とそれに伴う食品摂取の変化が，低栄養，生活

習慣病の発症や認知機能，筋力や運動機能低下（サルコペニア・フレイルなど）などに与える影
響を，自立した生活を送っていた 70 歳以上の約 2600 名を対象に，12 年間の前向きコホート研
究で明らかにすることを目的とした． 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は，兵庫県伊丹市と朝来市，東京都板橋区，西多摩郡在住の地域在住高齢者のうち，研

究の趣旨を理解し，同意の得られた者を調査の対象とした．すでに調査を終了している対象者の
70 歳から 90 歳までの各年齢群のデータに加えて，第 5 回目となる 12 年経過のフォローアップ
調査を行った．調査項目は，歯科医師による口腔内の詳細な検査，咬合力や咀嚼能率といった口
腔機能に関する検査に加えて，栄養摂取状態や認知機能，運動機能，全身の健康状態に関わる項
目とした．これにより得られた最大 12 年間の縦断的データベースを用いて，口腔機能が心身の
健康に及ぼす影響について，統計学的手法を用いて検討する． 
 
 
４．研究成果 
 
本研究期間中に得られた主な研究成果を以下に示す． 

(1) 臼歯部咬合支持と咀嚼能率の変化に関する検討 
本分析では，2013 年調査と 2019 年調査の両方に参加し，データ欠損のなかった参加者 488 名

を対象とした．咀嚼能率の評価には，検査用グミゼリーによるスコア法（スコア 0～9）を用い
た．Eichner 分類に基づき臼歯部咬合支持状態でグループ分けし，線形混合モデルを用いて臼歯
部咬合支持の変化と咀嚼能率の変化の関連を検討した． 

6 年間での咬合支持状態の変化は，A→A 群が 217 名，B1-3→B1-3 群が 101 名，B4-C→B4-C
群が 102 名，A→B1-3 群が 41 名，
A・B1-3→B4-C 群が 24 名，B1-3→
A 群が 3 名であった（右図）． 
咀嚼能力を目的変数とした線形

混合モデルの結果，性別，咬合力，
欠損放置歯数，経過年数，咬合支持
状態の変化は，咀嚼能力に有意な
関連を示した．咬合支持状態の変
化と経過年数との交互作用項は，
咀嚼機能低下に有意な説明変数と
なった．これらの結果より，ベース
ライン時の臼歯部咬合支持状態な
らびにその減少は，6 年後の咀嚼能
率の悪化に影響することが示され
た． 

 
 
 



(2) 咀嚼能率と心理的フレイル発症との関連の検討 
本分析は，2013 年から 2020 年にかけて行った 3 回の調査のすべてに参加した 498 名を対象に

行った．認知機能ならびに精神的健康状態の評価には，それぞれ日本語版 Montreal Cognitive 
Assessment (MoCA-J，スコア 23 未満を低下と定義)ならびに World Health Organization-5 (WHO-5，
スコア 13 未満を低下と定義)を用いた．認知機能ならびに精神的健康状態ともに低下していた者
を心理フレイル群，片方でも低下に該当した者をプレフレイル群，いずれも低下していなかった
者を健常群と，それぞれ定義した．なお本分析では，ベースライン時に心理フレイル健常群であ
った者のみを対象とした．2 回目の調査で心理的フレイルの状態が悪化したのは 84 人（27.0%），
3 回目の調査では 112 人（36.0%）であった（下図）．これらの心理的フレイルの悪化をアウトカ
ムとして，混合効果順序ロジッ
トモデルを用いて，咀嚼能率，残
存歯数が心理的フレイル発症に
及ぼす影響を検討した．その結
果，高い咀嚼能率は，残存歯数や
他の関連因子を調整したうえで
も，心理的フレイルの発症と負
の相関があることが明らかとな
った． 

 
(3) 歯数と食品摂取，認知機能の関連の検討 
本分析は，2010 年から 2022 年にかけて行った 4 回の調査のすべてに参加した 293 名を対象に

行った．歯数と食品摂取量の横断的関連を多項ロジスティック回帰分析によって検討し，歯数な
らびに歯数と関連が見られた食品について，一般化推定方程式を用いて 9 年間の認知機能との
縦断的な関連を検討した．多変量回帰分析の結果，緑黄色野菜と肉類の摂取量は歯の数に影響さ
れ，これらが認知機能に関連していることが示された．本結果より，歯数の維持は，食品摂取を
介し，認知機能維持に寄与することが示唆された． 

 
これらの知見により，歯数や咀嚼能率といった口腔機能の維持は，高齢者の健康寿命延伸に寄

与することが示唆された． 
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